
食
バ
ン
　
あ
ん
バ
ン
　
乾
バ
ン

～
あ
の
三
四
郎
も
食
べ
た
？

「横
浜
の
パ
ン
」
の
歩
み
～

港
南
台
高
等
学
校
　
　
新
　
　
谷

桂

は
じ
め
に

（
１
）

バ
ン
の
普
及
は
下
か
ら
の

「近
代
化
＝
西
欧
化
」
？

明
治
期
の
西
洋
文
明
と
の
出
会
い
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
流
れ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「上
か
ら
の
近
代
化
＝
西
欧
化
」
と

一
下
か
ら
の
近
代
化
＝

西
欧
化
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。
授
業
の
中
で
文
明
開
化
を
扱
う
時
、
後

者
の
代
表
と
し
て
銀
座
木
村
屋
の
あ
ん
パ
ン
が
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
に
登
場
す
る
ジ
ャ
ム
パ
ン
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
も
含
め
て
そ
こ
か
ら
話
は

発
展
し
な
い
。
そ
の
後
、
大
正

。
昭
和
と
パ
ン
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
普
及
し

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
言
え
ば

「
下
か
ら
の
西
欧
化
」
だ
け
か
、

ま
た
そ
の
範
囲
も
東
京
、
横
浜
な
ど
西
洋
文
明
に
接
し
や
す
い
地
域
だ
け
に
と

ど
ま

つ
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り
に
疑
間
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
、
こ
の

研
究
の
始
ま
り
で
あ
る
。

新
指
導
要
領
の
日
本
史
Ｂ
の
目
標
の
中
で
も
、
近
代
文
化
の
特
色
を
重
層
的

に
と
ら
え
る
必
要
性
や
、
大
正
期
の
大
衆
文
化
の
形
成
で
も
労
働
者
の
増
加
や

都
市
中
間
層
の
拡
大
に
よ
る
大
衆
社
会
の
基
盤
の
成
立
に
着
目
す
る
必
要
性
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
バ
ン
」
と
い
う
モ
ノ
か
ら
近
代
文
化
の
特
性
を
見
据

え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
必
要
性
と
も
繋
が
る
こ
と
に
な
る
に
違
い
な
い
。

本
稿
で
は
そ
の
あ
た
り
を
踏
ま
え
、
都
市
横
浜
の
発
展
の
様
子
と
と
も
に

「横
浜
の
パ
ン
」
の
歩
み
を
、
幕
末
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
い
た
る
ま
で
、

ち
ょ
う
ど
近
代
に
あ
た
る
部
分
に
限

っ
て
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

（２
）
軍
隊
の
役
割
も
あ

つ
た
＝

「上
か
ら
の
近
代
化
＝
西
欧
化
」
も
？

①
陸
軍
の
歩
兵
連
隊
と

「老
舗
の
パ
ン
屋
」

・
千
葉
県
佐
倉
の
例
…
和
菓
子

「木
村
屋
」
（創
業

一
八
八
二
年
）
が
戦
前

陸
軍
第
五
七
連
隊
の
酒
保

（兵
営
の
中
の
売
店
）
に
タ
マ
ゴ
パ
ン
、
ミ
ソ

パ
ン
な
ど
を
納
め
て
い
た
が
、
戦
後
需
要
が
消
え
、　
一
九
六
八
年
こ
ろ
に

は
パ
ン
の
製
造
を
中
止

（現
地
に

一老
舗
の
パ
ン
屋
」
を
求
め
、
聴
き
取

り
で
取
材
）

・
兵
庫
県
篠
山
の
例
…

「
小
西
パ
ン
」
（創
業

一
九
ｏ
ｏ
年
こ
ろ
）
も
戦
前

陸
軍
第
七
十
連
隊
の
酒
保
に
あ
ん
パ
ン
、
餞
頭
、
清
酒
な
ど
を
納
め
て
い

た
。
現
在
で
も
、
丹
波
名
物
の
黒
豆
を
使
用
し
た
バ
ン
な
ど
を
製
造

（こ

れ
も
現
地
で
の
聴
き
取
り
で
取
材
）

。
鳥
取
県
鳥
取
の
例
…
戦
前

「
亀
井
堂
」
（創
業

一
九
〇
三
年
）
が
陸
軍
第

四
十
連
隊
の
御
用
商
人
と
な
る
が
、
「激
し
い
教
練
で
甘
い
も
の
が
欲
し

く
な
り
酒
保
の
あ
ん
バ
ン
を
気
に
入

っ
た
兵
士
た
ち
が
、
た
ま
の
休
暇
の

土
産
に
村

ヘ
パ
ン
を
持
ち
か
え

つ
た
」
の
が
普
及
の
始
ま
り

（『
バ
ン
の

百
年
史
』
よ
る
）
ら
し
い
。

②
歩
兵
連
隊
の
な
か

っ
た
神
奈
川
県
だ
が
…

横
浜
は
な
ん
と
い
つ
て
も
文
明
開
化
の
窓
口
で
あ
る
。
横
浜
の
パ
ン
業
者

の
歩
み
か
ら
、
パ
ン
と
い
う
西
洋
文
明
の
普
及
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と

に
し
た
。

１
　
開
港
か
ら
明
治
維
新
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
記
録
が
あ
る
が
、　
一
人
六
ｏ
年
に
横
浜
本
牧
出
身
の
内
海
兵
吉

が
仏
軍
艦
ド
ル
ド
ー
ニ
ユ
号
の
コ
ッ
ク
か
ら
製
法
を
学
び

「富
田
屋
」
を
創
業

し
た
。
し
か
し
顧
客
が
開
港
地
の
西
洋
人
ゆ
え
に
パ
ン
業
者
の
大
多
数
も
イ
ギ
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リ
ス
人
、
ァ
メ
リ
カ
人
な
ど
の
西
洋
人
で
あ

つ
た
こ
ま
た
当
時
の
横
浜
の
貿
易

で
は
　
イ
ギ
リ
ス
が
断
然
首
位
を
行

っ
て
い
る
の
は
、
教
科
書
な
ど
の
グ
ラ
フ

で
も
お
馴
染
み
で
あ
る
し
、
居
留
地
の
人
口
を
国
籍
別
に
見
て
も
西
洋
人
の
中

で
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
最
も
多

い
。
だ
か
ら
こ
の
時
期
横
浜
の
バ
ン
の
主
流
は
、

彼
ら
を
対
象
に
し
た
山
型
の
「
イ
ギ
リ
ス
パ
ン
」
で
あ

つ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。一

方
、
横
浜
以
外
で
も
パ
ン
は
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
先
駆
は
有
名
な
伊
豆

韮
山
代
官
の
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の

「兵
糧
パ
ン
」
の
試
作

（
一
人
四
二
年
）

で
あ
る
。
そ
の
後

薩
摩
藩
や
長
州
藩
以
外
に
長
岡
藩
な
ど
も
洋
式
軍
隊
の
導

入
の
延
長
で
、
兵
糧
パ
ン
を
作

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
横
浜
以
外
の
パ
ン
の
始
ま

り
は
、
軍
隊
と
の
関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

２
　
日
露
戦
争
ま
で

（
１
）
銀
座

「木
村
屋
」
が
あ
ん
パ
ン
で
成
功

（
一
八
七
四
）

あ
ん
パ
ン
以
前
の
パ
ン
は
、
現
在
の
よ
う
な
イ
ー
ス
ト
菌
で
は
な
く
、
ホ
ッ

プ
種
を
使
用
し
て
い
た
が
、
保
存
や
扱
い
が
難
し
く

「木
村
屋
」
も
初
め
は
そ

れ
を
横
浜
で
手
に
入
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
酒
種

（麹
種
）
を
使

っ
た
あ
ん
パ
ン

を
発
明
し
た
の
も
、
そ
の
ホ
ッ
プ
種
を
得
る
手
間
を
惜
し
ん
だ
た
め
と
い
う
説

も
あ
る
Ｇ

（２
）
内
海
兵
吉
が
第

一
回
内
国
博
覧
会
で
入
賞

（
一
八
七
七
）

「富
田
屋
」
（現
中
区
北
仲
通

一
―

一
神
奈
川
県
庁
付
近
）
は
麺
包

（パ
ン
）
、

兵
糧
麺
包

（乾
パ
ン
）
を

「菓
子
の
部
」
に
出
品
し
、
「花
紋
章
牌
」
を
取
り

大
成
功
し
た
。

（３
）
打
木
彦
太
郎
が
開
業

（
一
八
八
八
）

英
人
ク
ラ
ー
ク
の
店
か
ら
独
立
し
て
元
町

（現
中
区
元
町

一
―
五
ｏ
）
で
創

業
し
て
、
ホ
ッ
プ
種
を
使
用
し
た
山
型
の

一
イ
ギ
リ
ス
バ
ン
」
を
売
り
出
し
た
。

外
国
人
バ
ン
屋
に
対
抗
す
る
た
め
、
個
別
配
達
や
外
国
船
が
入
港
す
る
と
積
極

的
に
売
り
込
み
に
行
く
な
ど

「
企
業
努
力
」
を
か
な
り
行

っ
た
よ
う
だ
。
こ
こ

は
現
在
も
三
代
目
吉
則
氏
が
社
長
を
し
て

「
ウ
チ
キ
バ
ン
」
と
い
う
店
名
で
同

地
に
て
営
業
を
続
け
、
そ
の
古
典
的
製
法
の
イ
ギ
リ
ス
パ
ン
も
残

っ
て
い
る
。

一
八
八
ｏ
年
代
に
は
い
る
と
、
横
浜
で
は

「新
杵
」
や
横
浜

「風
月
堂
」
な

ど
の
洋
菓
子
店
が
開
店
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
横
浜
港
の
輸
入
品
目
で
は

一
人
八

四
年
に
初
め
て
砂
糖
が
首
位
と
な

っ
た
。
（『横
浜
港
に
お
け
る
貿
易
額
ベ
ス
ト

一
〇
品
目
の
推
移
』
　

横
浜
税
関
　
調
査
保
税
調
査
統
計
局
よ
り
）
　

こ
の
数

字
は
、
そ
れ
だ
け
砂
糖
を
消
費
す
る
文
明
が
日
本
に
広
が

っ
て
き
た
現
れ
で
、

「
バ
ン

・
和
菓
子
な
ど
の
菓
子
類
」
の
需
要
が
庶
民
の
層
に
も
広
が

っ
て
き
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
な
い
か
。

（４
）
大
船
駅
駅
弁
に
サ
ン
ド
ウ
ィ
ツ
チ
が
登
場

（
一
八
九
二
）

一
八
八
九
年
東
海
道
本
線
が
全
通
し
、
陸
相

・
海
相
の
請
願
で
横
須
賀
線
が

横
須
賀
ま
で
開
通
し
た
が
、
そ
の
三
年
後
両
線
の
分
岐
駅
の
大
船
駅
で
、

ハ
ム

サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
が
駅
弁
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
頃
サ
ン
ド
ウ
イ
ツ
チ
は
、

銀
座

・
神
戸
の
高
級
洋
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
し
か
な
か

っ
た
そ
う
だ
が
、
現
東

京
都
保
谷
市
の
出
身
の
富
岡
周
蔵
が
、
輸
入
ハ
ム
を
使
用
し
て
販
売
を
し
た
が
、

の
ち
に
ハ
ム
は
自
社
で
製
造
す
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。
（た
だ
し
日
本
人

の
手
に
よ
る
ハ
ム
の
本
格
的
製
造
は
数
年
前
か
ら
今
の
戸
塚
区
で
始
ま

っ
て
い

た
）
ま
た
当
時
大
船
付
近
に
バ
ン
業
者
が
い
た
様
子
は
な
く
、
富
岡
周
蔵
が
こ

の
時
に
使
用
し
た
の
は
、
横
浜
の
パ
ン
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高

い
だ
ろ
う
。

（５
）
日
清
戦
争
勃
発
で
軍
用
バ
ン

・
ビ
ス
ケ
ツ
ト
の
需
要

打
木
彦
太
郎
の
店
や
内
田
福
太
郎
の

「盛
月
堂
」

（現
中
区
日
の
出
町
）
さ

ら
に
東
京
の
業
者
な
ど
に
軍
か
ら
注
文
が
来
た
。
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（６
）
バ
ン
業
者
の
変
化

―
西
洋
人
の
廃
業
、
日
本
人
の
開
業
―

一
九
ｏ
ｏ
年
、
イ
タ
リ
ア
人
デ
ン
テ
イ
の

「
ブ
ラ
ン
ジ

ュ
リ
ー
プ
ロ
ヴ
ア
ン

サ
ー
ル
」
（
一
人
八

一
～

一
九
三
四
）
以
外
の
西
洋
人
経
営
の
パ
ン
屋
が
相
次

い
で
廃
業
し
た
が
、
こ
の
現
象
は
前
年
の
居
留
地
の
廃
止
、
内
地
雑
居
が
始
ま

っ
た
影
響
か
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
日
本
人
業
者
は
増
加
し
、　
一
八
九
七
年
早
川
権
太
郎

・（打
木
彦
太
郎

の
弟
子
）
が
神
奈
川
区
青
木
町
に

「勢
国
堂
本
店
」
を
、　
一
九
〇
〇
年
、
現
品

川
区
の
農
家
出
身
の
増
田
今
次
郎
が
現
石
川
町
駅
付
近
に

「新
力
」
を
創
業
し

て
い
る
ｃ

（７
）
軍
用
パ
ン

（乾
パ
ン
）
の
研
究
す
す
む

陸
軍
は
八
甲
田
山
の
遭
難

（
一
九
〇
三
）
の
反
省
も
あ
り
、
火
を
使
用
し
な

い
携
帯
食
糧
の
研
究
に
力
を
入
れ
、　
一
九
〇
三
年
横
浜
大
田
町
の

「港
月
堂
菓

子
舗
」
に
そ
の
試
作
を
命
じ
た
。
和
菓
子
屋
と
い
う
こ
と
や
実
際
日
露
戦
争
で

使
用
さ
れ
た
軍
用
パ
ン
か
ら
考
え
る
と
、
内
容
は
米
粉
や
大
豆
、
ゴ
マ
な
ど
を

使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
ｃ

（８
）
日
露
戦
争
で
再
度
の
需
要

元
町

「宇
千
喜
商
店
」

（以
下

「宇
千
喜
」
と
略
）
に
軍
用
ビ
ス
ケ

ッ
ト
、

固
焼
き
パ
ン
の
注
文

（他
に
日
の
出
町

「盛
月
堂
」
、
末
吉
町

「横
浜
製
菓
合

資
会
社
」
、
野
毛
の
菓
子
舗

「武
蔵
屋
」
に
も
）
が
あ

つ
た
。

（９
）
同
業
組
合

「神
奈
川
県
食
麺
製
造
組
合
」
の
発
足

（
一
九
〇
六
）

戦
争
の

一
年
後
、
「
軍
用
パ
ン
の
納
入
と
親
睦
の
た
め
」
に
組
合
長
打
木
、

副
組
合
長
に
内
海
と
い
う
布
陣
で

一神
奈
川
県
食
麺
包

（食
パ
ン
）
製
造
組
合
」

が
で
き
た
。
こ
の
前
年
、
神
戸
で
も
六
人
で
同
業
組
合
が
発
足
し
て
い
る
が
そ

の
目
的
は
神
奈
川
県
の
そ
れ
と
同
様
だ

っ
た
ら
し
い
。

３
　
明
治
の
終
焉
ま
で

（
１
）
活
躍
す
る
横
浜
の
パ
ン
業
者

一
九
〇
七
年
、
内
海
兵
吉
が
死
去
し
て
長
男
の
角
蔵
が

「富
田
屋
」
を
継
い

だ
が
、
そ
の
三
年
後
に
出
版
さ
れ
た

『横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
（横
浜
商
況
新
報

社
）
に
は

「角
蔵
は
、
県
食
麺
包
製
造
副
組
合
長
を

つ
と
め
、
海
軍
省
か
ら
の

要
請
で
、
横
須
賀
軍
港
で
食
麺

・
ビ
ス
ヶ
ッ
ト
創
製
に
際
し
、
焼
き
方
の
指
導

の
任
に
あ
た

つ
た
。
ま
た
海
軍
以
外
に
日
本
郵
船
、
外
国
艦
船
や
十
全
病
院
な

ど
の
病
院
に
も
納
品
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（角
蔵
は
少
な
く
と
も

一

九
五
三
年
ま
で
は
存
命
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

「
富
田
屋
」
は
廃
業
に
な
り
、

現
在
こ
の
店
の
名
を
継
ぐ
者
は
な
い
）
。

こ
の

「横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
に
は
角
蔵
以
外
に
も

「宇
千
喜
」
の
打
本
彦
太

郎
、
「盛
月
堂
」
内
田
福
太
郎
、
「新
力
」
な
ど
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

宇
千
喜
…

「麺
包
製
造
の
術
最
妙
手
に
し
て
、
全
市
こ
れ
に
比
す
る
も
の
は

な
く
、
宇
千
喜
麺
包
の
名
は
最
も
高
し
、
日
清

。
日
露
の
両
戦
役
の
際
に
は
軍

用
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
重
焼
麺
包
の
用
命
を
受
け
、
多
額
の
品
を
製
造
せ
り
、
入
港

の
艦
船
の
売
込
は
グ

ッ
ド
マ
ン
氏
在
世
の
時
と
少
し
も
変
わ
ら
ず
…

（中
略
）

洋
酒
及
び
食
料
品
等
洋
食

・
厨
房
の
消
耗
品
は
こ
と
ご
と
く
同
店
に
お
い
て
調

ふ
る
を
得
る
の
設
備
と
な
し
、
最
も
手
広
く
営
業
を
拡
張
せ
ら
る
。
打
木
彦
太

郎
氏
は
、
横
浜
商
業
会
議
所
議
員
か
つ
県
食
麺
包
製
造
組
合
長
…
」
と
あ
る
。

ま
た

「宇
千
喜
」
は
東
京
に
も
製
品
を
供
給
し
て
い
て
、
新
宿

「
中
村
屋
」

で
も
販
売
し
て
お
り

（
一
九
〇
八
頃
）
か
な
り
好
評
だ

つ
た
よ
う
だ
ｏ

※

「中
村
屋
」
が
ク
リ
ー
ム
バ
ン
の
元
祖

（
一
九
〇
四
）

最
初
、
東
京
本
郷
に
開
業
し
た

（
一
九
〇
〇
）
相
馬
愛
蔵
が
、
シ
ユ
ー

ク
リ
ー
ム
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
ク
リ
ー
ム
パ
ン
を
作
ら
た
。
新
宿
に
本
店
を

移
し
た
の
は

一
九
〇
八
年
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☆
宇
千
喜
の
パ
ン
と
三
四
郎
、
漱
石

夏
目
漱
石
が

一
九
〇
八
年
八
月
か
ら
十
二
月

「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
し
た

『
三
四
郎
』
の
中
に
ヒ
ロ
イ
ン
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
買

っ
て
く
る
と
い
う
部

分
が
あ
る
。

主
人
公
三
四
郎
が
友
人
与
次
郎
が
転
居
し
た
本
郷
区

（現
文
京
区
）
西
片
町

に
行
き
、
そ
こ
へ
本
郷
真
砂
町
に
住
ん
で
い
る
美
爾
子
が
訪
ね
て
来
る
と
い
う

場
面
で
あ
る
。
本
郷
真
砂
町
か
ら
西
片
町
ま
で
の
距
離
は

一
キ
ロ
少
々
、
歩

い

て
も
十
五
分
ほ
ど
だ
が
、
も
し
も
美
爾
子
が
東
大
正
門
前

「中
村
屋
」
に
寄
り

道
し
て
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
買

っ
て
来
て
も
、
余
分
に
歩
く
距
離
は

一
キ
ロ
も
な

く
、
所
要
時
間
も
十
分
く
ら
い
し
か
変
わ
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
本
郷
に
は
他
の
パ
ン
屋
も
あ

っ
た
ろ
う
が
、
「
中
村
屋
」
で
買

っ

た
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
パ
ン
は
横
浜
の

「宇
千
喜
」
か
ら
来
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
当
時

「中
村
屋
」
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ム
パ
ン
な
ど
菓
子
パ

ン
を
売
り
物
に
し
て
い
る
店
は
、
食
パ
ン

（イ
ギ
リ
ス
パ
ン
）
は
自
前
で
な
く

食
パ
ン
専
門
店
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

「中
村
屋
」
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
販
売
し
て
い
た
証
拠
も
な
い
の
だ

が
、
主
人
相
馬
愛
蔵
は
の
ち
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
出
し
て
イ
ン
ド
風
カ
レ
ー
や
ボ

ル
シ
チ
も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
ら
、
パ
ン
に
少
々
手
を

加
え
サ
ン
ド
ウ
ィ
ツ
チ
を
販
売
し
て
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。

※
本
郷
区
西
片
町
…
漱
石
自
身
が

一
九
〇
六
年
十
二
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で

十
番
地

（現
西
片

一
丁
目
十
二
、
十
三
）
に
実
際
に
居
住
、
そ
の
間
に

一

高
、
帝
大
を
退
職
、
朝
日
新
聞
に
入
社
し
て
い
る
。
だ
か
ら

『
三
四
郎
』

執
筆
当
時
は
す
で
に
西
早
稲
田
に
転
居
し
て
い
た
の
だ
が
、
ジ
ャ
ム
を
嘗

め
た
り
し
た
胃
弱
の
漱
石
が
、
帝
大
講
師
を
し
て
い
た
時

（
一
九
〇
三
―

〇
七
）
仕
事
帰
り
に
正
門
前

「中
村
屋
」
で

「宇
千
喜
」
の
パ
ン
を
買

っ

た
こ
と
が
あ

っ
て
も
別
段
お
か
し
く
は
な
か
ろ
う
。

★
横
浜
の
主
な
パ
ン

・
菓
子
製
造
業
者
の
状
況

所
得
税
二
十

一
円
以
上
、
営
業
税
の
み
六
十

一
円
以
上
納
付
し
て
い
る
人
物

が
掲
載
条
件
の

『
一
九

一
ｏ
年
版
日
本
紳
士
録
』
の
数
字

（紙
数
の
関
係
で
省

略
）
か
ら
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

菓
子
屋
に
比
ベ
バ
ン
屋
は
大
手
で
も
利
益
が
少
な
い
。
や
は
り
主
食
が
穀
類

の
日
本
人
に
と

っ
て
は
、
バ
ン
は
主
食
に
な
り
難
く
、
主
食
で
は
な
く
間
食
の

「菓
子
」
と
し
て
と
ら
え
る
人
が
多
か

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

食
パ
ン
よ
り
菓
子
パ
ン
の
方
が
、
日
本
人
の
嗜
好
に
合

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

田
や
つ
。

だ
か
ら
そ
の
延
長
で

一
九

一
一
年
に
は
、
あ
ん
パ
ン
な
ど
の
菓
子
パ
ン
が
売

り
物
の
店
＝

「
木
村
屋
」
が
中
区
伊
勢
佐
木
町
に
で
き
た
の
も
納
得
が
ゆ
く

（し
か
し
な
が
ら

一
八
九
三
年
に
大
阪
、
金
沢
、
静
岡
、
新
潟
に
直
営
店
を
出

し
て
い
て
、　
一
九

一
一
年
に
は
京
城
、
平
壌
に
進
出
し
て
い
る
か
ら
横
浜
は
か

な
り
後
発
）
。

※
伊
勢
佐
木
町

「木
村
屋
」
…
銀
座
の

「木
村
屋
総
本
店
」
か
ら
暖
簾
分
け

を
許
さ
れ
た
高
山

一
郎

（ふ
さ
？
）
が
、
伊
勢
佐
木
町

一
―

一
一
に

「木

村
屋
横
浜
店
」
を
創
設
し
た
。

※
当
時
の
パ
ン
の
価
格

食
パ
ン

一
斤
　
　
六
銭

（
“
マ
）
　

十
銭

（
も
ｏ
「
‐も
）

あ
ん
パ
ン

一
個

　
一
銭

（
も
ｏ
い）
　

二
銭

（
も
ま
）

（２
）
横
浜
の
パ
ン
製
造
業
者
の
特
徴
の
ま
と
め

業
者
の
間
で
も
本
来
の
商
品
の
傾
向
、
客
層
、
経
営
方
針
な
ど
に
は
差
が
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見
ら
れ
る
ｃ

①

「宇
千
喜
」
タ
イ
プ

商
品
…
イ
ギ
リ
ス
バ
ン
が
中
心
だ

っ
た
よ
う
だ

客
層
…
高
級
ホ
テ
ル
、
鎌
倉
、
大
磯
、
東
京
方
面
の
外
国
人
、
静
養
軒

（
も
ｏ
ｏ
こ
ろ
）

経
営
方
針
…
元
町
に
は
２
軒
支
店
が
あ

っ
た
時
期
も
あ

つ
た
よ
う
だ
が
、

多
店
舗
展
開
よ
り
も
、
多
角
経
営
を
指
向

他
に
横
浜
北
仲
通

「富
田
屋
」
…
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
製
造
技
術
も
持

っ
て

い
た
こ
と
、
外
国
船
や
病
院
に
納
品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
幅
広
い
客
層
を

持

っ
て
い
た
。
①
の
タ
イ
プ
に
近
い
よ
う
が
や
や
大
衆
路
線
か
？
石
川
仲

町

「新
力
」
も

「富
田
屋
」
に
近
い
大
衆
路
線
タ
イ
プ

②

「木
村
屋
」
タ
イ
プ

商
品
…
ア
ン
パ
ン
、
ジ
ヤ
ム
バ
ン
な
ど
の
菓
子
パ
ン

客
層
…
商
品
の
内
容
か
ら
見
て
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど

経
営
方
針
…
暖
簾
分
け
を
か
な
り
す
る
多
店
舗
展
開
↓
ブ
ラ
ン
ド
が
広
ま

り
、
顧
客
の
裾
野
も
拡
大

４
　
大
正
期
―

自
信
と
地
震
―

（
１
）
「宇
千
喜
」
の
大
繁
盛
ど
客
層
の
変
化

創
始
者
彦
太
郎
が
死
去
、
養
子
で
商
社

マ
ン
出
身
の
三
郎
が
継
ぐ

（
一
九

一

六
）
二
代
目
の
時
代
に
な
り
、
商
品
は
ロ
ー
ル
バ
ン
が
全
盛
。
お
得
意
さ
ん
は
、

海
軍
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
ア
ラ
ス
カ
、
明
治
屋
、
軽
井
沢
の
万
平
ホ

テ
ル
な
ど
で

一
九
ｏ
Ｏ
年
こ
ろ
の
客
層
と
違

っ
て
来
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
外
国
人
の
需
要
が
減
り
、
日
本
人
向
け
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
大
戦
景

気
の
影
響
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
国
民
生
活
の
向
上
、
西
洋
化
が
う
か
が
わ

れ
る
。

（２
）
小
麦
粉
、
砂
糖
の
輸
入
量
が
増
加

大
戦
景
気
の
反
動
＝
戦
後
恐
慌
が
あ

つ
て
も
、
日
本
人
の
食
生
活
の

「ぜ
い

た
く
化
、
西
洋
化
」
は
進
ん
で
い
た
よ
う
で
、　
一
九
二

一
年
の
横
浜
港
の
砂
糖

の
輸
入
量
は
、　
一
九

一
二
年
の
そ
れ
の
三
倍
を
超
え
た
。
ま
た

一
九

一
九
年
小

麦
が
輸
入
品
目
の
ベ
ス
ト

一
〇
に
入
る
よ
う
に
な
る
。

（３
）
陸
軍
の

一
週

一
回
バ
ン
食
運
動

（
一
九
二
〇
）

シ
ベ
リ
ア
出
兵
時
、
現
地
の
部
隊
給
食
実
情
を
見
学
さ
せ
、
泥
縄
式
に
導
入

し
た
が
、
ね
ら
い
は
　
①
米
不
足
の
解
消
　
②
シ
ベ
リ
ア
方
面
の
北
方
に
進
出

し
て
も
米
は
手
に
入
ら
な
い
の
で
、
国
民
を
バ
ン
食
に
慣
れ
さ
せ
る
　
③
パ
ン

食
な
ら
ば
敵
前
で
炊
事
の
煙
を
た
て
な
い
　
ま
た
形
式
は
角
型
パ
ン

（今
の
食

パ
ン
の
型
で
あ
ろ
う
）
だ

つ
た
が
、
重
要
な
そ
の
結
果
は

「
こ
う
し
て
全
陸
軍

に
パ
ン
の
給
食
制
が
採
用
さ
れ
、
連
隊
御
用
パ
ン
屋
が
全
国
に
出
現
し
た
」

「各
地
の
連
隊
単
位
に
有
カ
パ
ン
業
者
が
生
ま
れ
、
田
舎
出
の
兵
隊
に
パ
ン
に

つ
い
て
の
認
識
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
パ
ン
食
普
及
に
役
立

っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
」
。
し
か
し

「
（主
食
と
し
て
の
）
パ
ン
は
毛
虫
の
よ
う
に
嫌

わ
れ
た
」
と
い
う
反
応
も
強
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。

前
述
の
鳥
取
や
兵
庫
県
篠
山
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
兵
士
た
ち
が
好
ん
だ
パ

ン
は
、
給
食
の
角
型
で
は
な
く
、
酒
保
で
買
う
嗜
好
品
の
あ
ん
パ
ン
な
ど
菓
子

パ
ン
類
で
は
な
か

つ
た
ろ
う
か
。
つ
ま
り
軍
隊
経
由
で
パ
ン
が
普
及
す
る
こ
と

が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
す
な
わ
ち

「上
か
ら
の
」
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

（
４
）
関
東
大
震
災
と
横
浜
の
欧
米
人
、
そ
し
て

「宇
千
喜
」

一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
、
横
浜
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
二
十
を

越
え
た
外
国
領
事
館
や
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
＝
マ
セ
ソ
ン
商
会
な
ど
多
く
の
外
国
企

業
が
横
浜
か
ら
撤
退
し
て
行
き
、
西
洋
人
の
数
も
、　
一
九
二
〇
年
の
七
八
三
九
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人
が

一
九
二
四
年
に
は
三
〇
六
六
人
に
減
少
し
て
い
る
ｃ

★
横
浜
港
の
貿
易
統
計
で
は
、
震
災
の
前
年

一
九
二
二
年
の
貿
易
総
額
を
本

格
的
に
上
回
る
の
は
、
な
ん
と

一
九
三
九
年
か
ら
で
あ
る
。

欧
米
人
の
数
が
減

っ
た
こ
と
は

「宇
千
喜
」
の
日
本
人
客
の
比
重
を
よ
り
高

く
し
た
が
、
同
時
に
全
国
の
貿
易
に
占
め
る
横
浜
港
の
地
位
を
低
下
さ
せ
、
次

第
に

「宇
千
喜
」
の
業
績
も
落
ち
て
行

っ
た
。
ま
た
震
災
の
か
な
り
前
か
ら
、

横
浜
の
中
心
は
旧
外
国
人
居
留
地
や
元
町
方
面
と
い
う
海
岸
部
か
ら
、
や
や
内

陸
に
入

っ
た
伊
勢
佐
木
町
通
り
を
中
心
と
し
た
庶
民
の
街
に
完
全
に
移

っ
て
い

た
の
で
あ
る

（元
祖
横
浜
駅
が
桜
木
町
駅
と
改
称
し
た
の
は

一
九

一
五
年
）
。

（５
）
す
す
む
業
者
の
分
化

明
治
期
か
ら
、
食
バ
ン
業
者
と
菓
子
パ
ン
業
者
は
使
用
す
る
種
が
違
う
た
め

に
棲
み
分
け
を
し
て
き
た

（食
パ
ン
業
者
は
ホ
ッ
プ
種
、
菓
子
パ
ン
は
酒
種

・

麹
種
）
が
、
こ
の
傾
向
は
昭
和
初
期
ま
で
進
行
し
、
食
パ
ン
業
者
の

一
部
で
は

小
売
り
を
や
め
、
菓
子
パ
ン
店
に
食
パ
ン
を
提
供
す
る
卸
専
門
で
行
く
と
こ
ろ

も
で
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

５
　
昭
和
前
期

（太
平
洋
戦
争
の
激
化
ま
で
）

（
１
）
菓
子
パ
ン
の
隆
盛

昭
和
に
入
る
と
安
価
な
台
湾
産
砂
糖
が
国
内
市
場
を
席
巻
し
た
が
、
こ
れ
は

菓
子
パ
ン
業
者
に
有
利
に
働

い
た
に
違

い
な
い
。
『横
浜
実
業
組
合
連
合
会
銘

鑑
』
に
よ
る
と

一
九
二
三
年
に
五
ｏ
名
で
は
じ
ま

っ
た

一‐横
浜
市
菓
子
パ
ン
製

造
業
組
合
」
は
五
年
後
に
は
六
〇
名
に
拡
大
、　
一
方

「神
奈
川
県
食
パ
ン
製
造

組
合
」
は
市
内
の
組
合
員
二

一
名
で
、
む
し
ろ
以
前
よ
り
減
少
し
て
い
る
状
況

と
比
較
す
る
と
、
「菓
子
バ
ン
店
」
の
優
勢
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

（２
）
人
エ
イ
ー
ス
ト

（酵
母
）
の
使
用
と
徒
弟
制
度
の
崩
壊

比
較
的
短
時
間
の
訓
練
で
バ
ン
を
焼
け
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め

「職
人
に
よ

る
秘
伝
」
や
そ
れ
に
と
も
な
う
徒
弟
制
度
が
崩
れ
て
い
つ
た
。
ま
た
こ
の
イ
ー

ス
ト
で
食
パ
ン
も
菓
子
バ
ン
も
作
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
明
治
初
期
か
ら

の
、
店
に
よ
る
分
業
は
段
階
的
に
な
く
な

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（３
）
大
量
生
産
の
時
代

ヘ

自
動
車
の
普
及
で
、
販
売
の
行
動
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
や
電
気
窯
の
使
用

が
、
マ
ス
プ
ロ
生
産
＝
工
場
の
大
型
化
も
可
能
に
さ
せ
た
。

（
４
）
当
時
の
横
浜
の
主
な
パ
ン
業
者
の
状
況

　

（『
日
本
紳
士
録
』
『横
浜
業

組
合
連
合
会
銘
鑑
』
な
ど
の
史
料
か
ら
考
察
）

①
食
バ
ン
業
者
…
海
沿

い
の
旧
開
港
地
付
近
に
多
く
立
地
、
老
舗
が
比
較

的
多

い
。

過
去
と
比
較
す
る
と
納
税
額

（
＝
売
り
上
げ
）
が
だ
い
ぶ
落
ち
て
い
る
と

こ
ろ
が
多

い
。

②
菓
子
パ
ン
業
者
…
海
か
ら
少
し
離
れ
た
新
繁
華
街
＝
「伊
勢
佐
木
町
通
り
」

商
店
街
周
辺
に
多

い
。
新
興
の
店
が
多
く
、
店
舗
数
も
増
え
て
い
る
が
、

小
規
模
店
が
多
く
、
乱
立
ぎ
み
の
感
が
あ
る

（伊
勢
佐
木
町
の
横
綱

「木

村
屋
横
浜
店
」
は
、
納
税
額
が
桁
違
い
に
多

い
の
で
別
格
で
あ
る
）
。

（５
）
「乾
パ
ン
」
の
需
要
が
再
到
来

満
州
事
変

・
日
中
戦
争
の
軍
需
で
、
静
岡
県
浜
松
で
も
氷
砂
糖
の
企
業

「
三

立
」
（現

「
三
立
製
菓
」
）
が
生
産
を
開
始
。
横
浜
で
も
煎
餅
屋

「亀
楽
」

（現

存
）
ま
で
が
上
海
に
工
場
を
設
置
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
木
村
屋
横
浜
店
で

は

「
そ
の
仕
事
は
せ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
裏
町
の
客
の
少
な
い
小
規
模

な
パ
ン
屋
の
仕
事
だ

っ
た
」

（旧
従
業
員
か
ら
聴
き
取
り
）
そ
う
で
、
つ
ま
り

前
述
の
乱
立
ぎ
み
だ

っ
た
菓
子
バ
ン
業
者
が
、
い
っ
き
に
売
り
上
げ
を
増
や
そ
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う
と
、
こ
の

「乾
バ
ン
」
製
造
に
と
び
つ
い
た
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
、
軍
需
に
よ
り

一
九
三
九
年
の
生
産
は
戦
前
最
大
と
な

っ
た

（だ
が
原
料
の
不
足
か
ら
三
年
後
に
生
産
は
そ
の
二
五
分
の

一
に
低
下
）
ｃ

（１
）
国
家
統
制
の
時
代

へ
―
四
〇
年
体
制
と
パ
ン
ー

し
か
し
戦
争
が
本
格
化
し
て
ゆ
く
と
、
軍
需
で
儲
け
る
ど
こ
ろ
か
、
原
料
だ

け
で
な
く
、
企
業
整
備

（企
業
合
同
）
な
ど
各
種
の
統
制
が
生

，ま
れ
た
。

横
浜
市
内
の
企
業
整
備

（合
同
）
は
二
〇
八
店
を

一
九
四

一
年
の
第

一
次
整

備
で

一
六
六
店
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
さ
ら
に

一
九
四
三
年
の
第
二
次
整

備
で
二
六
店
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。
わ
ず
か
二
年
で
九
割
の
店
が
な
く

な

っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
基
準
は
年
間
に
砂
糖
六
百
斤
使
用
の
店
で
、
そ
れ
以

下
が
合
同
を
さ
せ
ら
れ
た

（横
浜
市
以
外
の
神
奈
川
県
で
は
全
部
で

一
八
店
に

減
少
）
。

こ
う
な
る
と
軍
需
で
儲
け
る
ど
こ
ろ
か
、
パ
ン
製
造
業
自
体
の
生
存
の
危
機

で
あ
る
。
多
く
の
業
者
は
軍
需
工
場
な
ど

へ
の
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き

「
下
か
ら
」
の
力
で
発
展
し
て
き
た
横
浜
の
パ
ン
も
、
つ
い
に
国
家
の
統
制
と

い
う

「
上
か
ら
」
の
力
に
屈
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

横
浜
に
お
け
る
パ
ン
は

「
下
か
ら
の
近
代
化
＝
西
欧
化
」
に
よ
つ
て
始
ま

っ

た
が
、
途
中

「上
か
ら
の
＝
軍
隊
に
よ
る
需
要
」
が
か
か
わ

つ
た
こ
と
も
あ

っ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
戦
時
の

「乾
パ
ン
」

の
需
要
が
主
で
あ
り
、
「
バ
ン
全
体

の
」
需
要
の
主
流
に
は
な
り
え
な
か

っ
た
と
判
断
す
る
。
量
的
に
も
そ
う
だ
が
、

日
清
、
日
露
の
戦
争
が
終
わ
る
と
需
要
も
消
え
て
し
ま

っ
た

（日
中
戦
争
に
関

し
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
事
情
は
違
う
が
、
長
続
き
し
な
か

っ
た
こ
と
は
共
通
）

か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
横
浜
の
パ
ン
は
普
及
に
関
し
て
も
、
「
下
か
ら
の
近
代

化
＝
西
欧
化
」
の
部
分
が
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
歩
兵
連
隊
自
体
が
な
か

つ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に

「新
し

い
文
化
を
受
け
入
れ
る

「市
民
層
」
が
存
在
し
、
彼
ら
に
よ
る

「
民
需
」
が

「
バ
ン
と
パ
ン
食
の
普
及
を
押
し
進
め
た
」
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
ｃ

そ
し
て
そ
の

「
民
需
」
だ
が
、
横
浜
を
窓
口
に
し
て
始
ま

っ
た

「イ
ギ
リ
ス

パ
ン
＝
食
パ
ン
」
は
、
食
事
の
洋
風
化
に
と
も
な
い
需
要
は
あ
る
程
度
ま
で
は

伸
び
た
。
が
パ
ン
が
日
本
人
の
主
食
に
成
り
え
な
か

っ
た
ゆ
え
に

（横
浜
港
が
、

神
戸
港
と
違

っ
て
阪
神
工
業
地
帯
の
よ
う
な
後
背
地
を
持
た
ず
、
そ
の
発
展
が

頭
打
ち
に
な

っ
た
よ
う
に
）
そ
こ
に
は
限
界
が
あ

つ
た
。

た
だ
し
明
治
初
期
か
ら
あ

つ
た
よ
う
に

「菓
子
の

一
種
」
と
し
て
の
需
要
は

予
想
以
上
に
伸
び
て
、
東
京
で
生
ま
れ
た

「菓
子
パ
ン

・
調
理
パ
ン
」
は
ま
さ

に
日
本
の
味
と
し
て
横
浜
は
じ
め
地
方
都
市
で
も
人
々
に
広
く
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
ｃ

ま
た
昭
和
に
入
り
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、
パ
ン
は

「菓
子
の

一
種
」
ど
こ

ろ
か
、
不
足
す
る
米

の

「
代
用
食
」
と
変
わ

つ
て
い
つ
た
ｏ
そ
し
て
戦
後
始
ま

っ
た
学
校
給
食

に
よ

つ
て
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
に
馴
染
み
深

い
も

の
に
な

つ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

〈主
な
参
考
文
献
〉

『横
浜
成
功
銘
鑑
』
　

横
浜
商
況
新
報
社

大
礼
記
念

『横
浜
実
業
組
合
連
合
会
銘
鑑
』

社
団
法
人
横
浜
実
業
組
合
連
合
会

『横
浜
市
商
店
街
に
関
す
る
調
査
』
　

　

横
浜
商
工
会
議
所

『
日
清
製
粉
株
式
会
社
史
』

一
九

一
〇

一
九
二
八

一
九
三
七

一
九
五
五
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「
日
本
洋
菓
子
史
』
　

日
本
洋
菓
子
史
編
纂
委
員
会

『味
百
年
』
　

日
本
食
糧
新
聞
社

田
島
武

『神
奈
川
の
老
舗
』
　

武
蔵
野
文
庫

『
バ
ン
の
明
治
百
年
史
』
　

パ
ン
の
明
治
百
年
史
刊
行
会

『横
浜
市
綜
合
パ
ン
協
同
組
合
二
十
五
年
の
歩
み
』

横
浜
市
綜
合
バ
ン
協
同
組
合

『横
浜
人
名
録
』
　

日
本
人
名
録
セ
ン
タ
ー

『横
浜
と
パ
ン
』
　

（財
）
横
浜
市
勤
労
福
祉
財
団

『
日
本
の
食
文
化
　
第
十

一
巻
』

雄
山
閣

『横
浜
港
に
お
け
る
貿
易
額
ベ
ス
ト

一
〇
品
目
の
推
移
』

横
浜
税
関
　
調
査
保
税
調
査
統
計
局

『横
浜
市
史
』

・
『横
浜
市
史
Ⅱ
』

一
九
六
〇

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
七

一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
九

二
〇
〇
〇

〔表 1〕  横浜の主なパン・菓子製造業者の納税状況

注 :税額の単位は円

×印は納税額が出典に記載されていない (お そらく0円 )

一印は開業前で史料なし

〔表 2〕  横浜市・神奈川県のパン製造業者数 (1943年 )

店 名 業者名
1910年 1925年 1936年

所得税 営業税 所得税 営業税 所得税 営業税

宇千喜

富田屋

新 力

勢国堂

木村屋

風月堂

不二家

打 木

内 海

増 田

早 川

高 山

原 田

藤 井

34

99

61

×

174

94

134

63

×

283

40

96

×

194

107

×

670

×

×

×

91

78

61

70

×

92

53

70

153

435

2463

×

×

70

74

115

204

×

中 区   5軒  神奈川区

西 区   9  鶴見区

磯子区   4  南 区

保土ヶ谷区  2

軒 軒軒川崎市

藤沢市

鎌倉市

横須賀市

平塚市

小田原市

高座郡

中 郡

，
を
　

２
υ
　

つ
″
　

´
牛

横 浜 市  合 計  26軒 他の県内   合 計   18軒
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